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2平成２２年５月２０日号

　

昨
年
の　

月
か
ら
、
行
政
改
革

１１

推
進
委
員
会
（
委
員　

名
）
で
５

１０

回
に
わ
た
る
審
議
と
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
参
考
に
、

『
第
２
次
小
城
市
行
政
改
革
大
綱
』

を
作
成
し
ま
し
た
。

◎
行
政
改
革
の
継
続
の
必
要
性

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
市

の
財
政
状
況
は
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

〈
社
会
情
勢
の
変
化
〉

・
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

展・
社
会
保
障
費
の
増
大
や
環
境
へ

の
関
心
の
高
ま
り

・
国
・
県
の
深
刻
な
財
政
状
況
の

波
及

・
経
済
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
税
収

の
減
少

　

こ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化

や
、
合
併
特
例
期
間
の
終
了
に
伴

い
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
て
い

く
な
ど
、
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
事
務
事
業
の

効
率
化
や
財
源
・
資
源
の
確
保
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
大
綱
の
概
要

　
『
地
域
活
力
を
生
む
持
続
可
能

な
自
治
体
経
営
の
ま
ち
』
を
基
本

目
標
と
し
て
次
の
５
つ
の
視
点
か

ら
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
５
つ
の
視
点
」

①
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
推
進

　

少
子
高
齢
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
情
報
化
、
地
方
分
権
の

進
展
等
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に

弾
力
的
か
つ
機
動
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

行
政
関
与
の
必
要
性
、
緊
急
性
を

考
慮
し
な
が
ら
、「
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
は
市
民
」
を
基
本
に
的
確
、

迅
速
、
公
平
で
公
正
な
満
足
度
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

②
市
民
と
行
政
の
協
働
の
推
進

　

社
会
の
変
化
と
と
も
に
市
民

ニ
ー
ズ
は
一
層
多
様
化
し
、
地
域

課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
運
営
は
、
地
域
の

自
己
決
定
と
自
己
責
任
で
行
わ
れ

る
べ
き
と
い
う
地
域
主
権
型
の
ま

ち
づ
く
り
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、 
逼  
迫 
す
る
財
政
状
況

ひ
っ 
ぱ
く

の
な
か
で
は
、
全
て
の
市
民
ニ
ー

ズ
や
地
域
の
諸
課
題
を
行
政
だ
け

で
担
い
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に

対
応
し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
市
民
や
地
域
、
民

間
企
業
や
各
種
市
民
団
体
、
行
政

が
対
等
の
立
場
で
役
割
分
担
と
責

任
を
自
覚
し
、
共
に
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
者
と
し
て
協
力
し
て
働
く
、

新
し
い
公
共
空
間
の
形
成
を
図
る

た
め
、「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

③
健
全
で
、
効
率
的
・

　
　

効
果
的
な
財
政
運
営

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
計

画
的
で
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
選
択
と
集
中
に
よ
り

取
り
組
む
べ
き
施
策
や
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
新
規
事
業
の

要
望
に
対
し
て
は
、
時
代
の
要
請

に
合
致
し
な
く
な
っ
た
事
業
、
当

初
の
事
業
目
的
を
達
成
し
効
果
が

薄
れ
た
事
業
の
廃
止
・
縮
小
な
ど

を
考
慮
し
、
徹
底
し
た
経
費
節
減

を
図
る
と
と
も
に
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

④
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発

　

分
権
型
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化
・
高

度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
自
ら
考

え
、
自
ら
の
責
任
で
対
処
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
に
は
、
的
確
に
現
状
を
把
握

し
迅
速
に
対
応
で
き
る
職
員
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
状
に
対
す

る
危
機
意
識
を
持
ち
、
行
政
改
革

を
自
ら
の
問
題
と
し
て
認
識
す
る

よ
う
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と

と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
員

の
中
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
資

質
の
向
上
、
能
力
の
開
発
を
進
め
、

有
用
な
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

⑤
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と

統
合
整
備
の
計
画
的
な
推
進

　

合
併
に
よ
り
、
市
内
に
は
類
似

施
設
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
平

成　

年
度
に
本
庁
舎
方
式
へ
移
行

２４
し
た
後
の
３
つ
の
既
存
庁
舎
の
取

扱
い
、
支
所
機
能
の
あ
り
方
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
の
維

持
管
理
に
要
す
る
経
費
や
人
件
費
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
耐
震
化
問
題

な
ど
を
考
慮
し
、
適
正
な
配
置
と

統
合
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
や
民
間
委

託
等
の
民
間
活
力
の
導
入
を
図
り

効
率
性
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

◆
推
進
方
法

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

２２

２６

の
５
年
間
、
具
体
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
推

進
し
ま
す
。

　

大
綱
の
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
と
市

民
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

第２次小城市行政改革
大綱を策定しました
【問合せ】
　財政課　行政改革推進係　
　担当　於保・森本　☎６３－８８０４
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3小城市報さくら

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の 

ご
案
内

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
及
び
疾
病
の
早
期
発

見
の
た
め
、
検
査
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
資
格
要
件

　
（
全
て
に
該
当
す
る
方
）

・
検
査
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
期
間
が
一
年
以
上

の
方

・　

歳
以
上
～　

歳
ま
で
の
方

３０

７４

・
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
な
い

方
・
国
民
健
康
保
険
税
を
全
て
納
入

さ
れ
て
い
る
方

・
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い

方
◆
検
査
内
容

視
力
、
聴
力
、
身
体
計
測
、
血

圧
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
検
便
、

心
電
図
、
腹
部
超
音
波
、
胸
部

Ｘ
線
、
胃
透
視
、
診
察

◆
実
施
期
間　

　

平
成　

年
１
月
末
日
ま
で

２３

◆
費
用　

３
万
４
、
５
０
０
円
の

う
ち
、
２
万
７
、
５
０
０
円
を

助
成

　
（
個
人
負
担
は
７
、
０
０
０
円
）

◆
受
診
医
療
機
関　

　

市
内
の
指
定
医
療
機
関

◆
定
員　

１
５
０
人

◆
申
込
み　

国
保
年
金
課
ま
で
印

鑑
と
特
定
健
診
の
受
診
券
（
黄

色
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

松
尾　

　

☎　

−

８
８
０
２ 

７３

不
法
投
棄
を
撲
滅
！

◆
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
は
、
法

律
に
よ
り
「
５
年
以
下
の
懲
役
又

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
若

し
く
は 
併
科 
」
の
対
象
に
な
り
、

へ
い
か

更
に
法
人
の
場
合
、
１
億
円
以
下

の
罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
併
科
と
は
、
同
時
に
２
つ
以
上

の
刑
を
科
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

山
林
や
川
、
田
ん
ぼ
な
ど
に
違

法
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に

　

市
で
は
不
法
投
棄
撲
滅
の
為
、

警
告
看
板
の
設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。　　

　

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に

も
田
畑
や
空
き
地
、
山
林
等
の
所

有
者
は
、
柵
の
設
置
や
看
板
の
設

置
等
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

◆
地
域
の
皆
さ
ん
の

監
視
の
目
も
必
要
で
す

　

市
民
一
体
と
な
っ
て
小
城
市
の

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
環
境
課

　

廃
棄
物
対
策
係

　

担
当　

久
原
・
川
﨑

　

☎　

−
８
８
０
３

７３

教
育
委
員
の
任
命

　

塚
原
輝
義
氏
の
任
期
満
了
に
伴

な
い
、
平
成　

年
３
月
の
議
会
に

２２

お
い
て
西
森
秀
夫
氏
を
新
し
く
小

城
市
教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
を
得
ま
し
た
。

　

今
後
、
教
育
委
員
と
し
て
、
小

城
市
教
育
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
任
期

　

平
成　

年
５
月　

日
か
ら

２２

１６

　

平
成　

年
５
月　

日
ま
で

２６

１５

【
問
合
せ
】
教
育
総
務
課　

　

庶
務
係　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

秋
野

　

☎　

−

８
８
０
６

７３

平成２１年度小城市内での不法投棄の件数
（違反ごみを含む）

15件小城町

6件三日月町

5件牛津町

10件芦刈町

36件小城市

布団等の粗大ごみ 家庭ごみなど

西森秀夫 委員
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「
小
城
市
学
校
フ
リ
ー 

　
　

授
業
参
観
デ
ー
」 

実
施
日
は　
　
　
　
　
　
　
 

　

６
月
６
日（
日
）

　　

小
城
市
で
は
、
年
に
２
回
学
校

フ
リ
ー
参
観
デ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
小
城
市
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
歴

史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
豊
か
な

人
間
性
を
培
い
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
を
育
む
た
め
、
小
城
市
民
一

人
一
人
が
教
育
に
つ
い
て
の
思
い

を
共
有
し
、
認
識
を
深
め
て
、
市

民
こ
ぞ
っ
て
教
育
の
充
実
と
発
展

に
取
り
組
む
た
め
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
の
す
べ
て
の

小
学
校
・
中
学
校
で
自
由
に
参
観

で
き
ま
す
。

　

今
年
の
第
１
回
目
の
学
校
フ

リ
ー
参
観
デ
ー
は
、
６
月
６
日

（
日
）
で
す
。
な
お
、
各
学
校
の
詳

し
い
日
程
や
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　

指
導
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

中
野　

　

☎　

−

８
８
０
７

７３

　
「
人
権
擁
護
委
員
」
と
は
、
地
域

で
の
人
権
擁
護
活
動
を
行
う
任
務

を
持
っ
た
方
々
で
す
。
市
内
で
は
、

９
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
６
月
１
日

の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち

な
み
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。　　

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
１
日
（
火
）

　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１５

３０

◆
場
所　

芦
刈
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

 

◆
そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、

厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
に
も
人
権

に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
祝
日
及
び
第
５
火
曜
日
は
休
み
）

【
問
合
せ
】　

市
民
課

　

人
権
･同
和
対
策
室

　

担
当　

金
丸
・
野
口

　

☎　

−

８
８
０
０

７３

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？
あ
な
た
の
人
権　
　
　
　
　

～
６
月
１
日
（
火
）
は
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
～

備　考電話番号
（相談用）氏　名地区

７２－５４３０ 円  城  寺  昌  子 
えん じょう じ まさ こ

小
城
町

子ども人権委員７２－７５０６ 堤 　　
つつみ

 敏 
とし

 昭 
あき

７２－３８０５ 一  ノ  瀬  一  磨 
いち の せ かず ま

７２－３３０４ 高  田  田  鶴  子 
たか た た づ こ

三
日
月
町

常務委員・
県連合会理事７３－２５５６ 西  村 　 俊  治 

にし むら とし はる

６６－２３２５ 永  溪 　 俊  行 
なが たに とし ゆき

牛
津
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【小城市の人権擁護委員のみなさん】

公開時間小学校名
８：１５～１５：２０桜岡小
８：１５～１５：１０三里小
８：３５～１５：３５晴田小
８：４０～１２：２０岩松小
８：２０～１５：００三日月小
８：１５～１２：２０牛津小
８：１５～１５：００砥川小
８：１５～１２：２０芦刈小

公開時間中学校名
８：３０～１５：００小城中
８：１５～１５：３０三日月中
８：１０～１４：３０牛津中
８：１０～１６：１０芦刈中
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【優勝者（学年別）】
小学３・４年生の部　森永　哲平さん
小学５年生の部　　　山田　駿汰さん
小学６年生の部　　　松枝　正基さん
中学１年生の部　　　松尾　将志さん
中学２・３年生の部　太郎丸裕平さん

―大会結果―


